
平成 27 年 12 月  9 日

浜見平地区における生活防災拠点としての利便性・安全性の向上

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 茅ヶ崎市

・松尾川の緑道化整備に伴う満足度アンケートを通行者に対して実施（満足度：36％→60％）
・左富士通りの電線地中化及び道路整備に伴う満足度アンケートを通行者に対して実施（満足度：37％→60％）

（H22当初） （H24末） （H26末）
松尾川雨水幹線の暗渠化及び緑道化を行い、通行者に対して整備に関する満足度アンケート調査を行う。
アンケートは、安全性・快適性・利便性についての計5項目を1～5の5段階で評価してもらい、下記の指標に基づき評価の平均値を満足度とする。
（1．満足していない：20%）（2．あまり満足していない：40%）（3．普通：60％）（4．満足している：80%）（5．大変満足している：100%）
左富士通りの電線地中化および道路整備を行い、通行者に対して整備に関する満足度アンケート調査を行う。
アンケートは、安全性・快適性・利便性についての計5項目を1～5の5段階で評価してもらい、下記の指標に基づき評価の平均値を満足度とする。
（1．満足していない：20%）（2．あまり満足していない：40%）（3．普通：60％）（4．満足している：80%）（5．大変満足している：100%）

○事後評価の実施体制、実施時期

本事業の所管課である拠点整備課において、事業の数値目標の達成状況や事業効果の発現状況の検証及び要因の分析を実施した。 平成２７年１２月

浜見平地区にかかるコミュニティ形成のために地域の代表者や学識経験者が出席しているしろやまコミュニティ会議にて、

本事業の評価内容についての報告を行い意見を伺った。 市ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 住市総 一般 茅ヶ崎市 直接 茅ヶ崎市 129,591

合計 129,591
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

45％ 60％

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
全体事業費
（千円）（事業箇所）

茅ヶ崎市
緑道化　515m
電線地下埋設　680m

浜見平地区住宅市街地総合整備事業

0円 Ｃ 0円
効果促進事業費の割合

0.0%
（Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
129,519千円 Ａ 129,519千円 Ｂ

社会資本総合整備計画（地域住宅支援） 事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

浜見平団地の建替に伴い、緑地、道路の整備を行い、生活・防災拠点として安全・安心なまちづくりを行う。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

36％

37％ 45％ 60％

事　後　評　価

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法



※交付対象事業については、できるだけ個別事業ごとに記載すること。
２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅱ定量的指標の達成状況

60.0%

57.2%

計画予定箇所の一部が未施工となっており緑道の全体的な整備が完了しておらず、連続した緑道としての整備が不
十分であるため。

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

60.0%

55.5%

最終目標値指標①（松尾川
雨水幹線の整備
満足度の割合）

指標②（電線類
地中化及び道路
整備満足度の割

合）

指標③

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

今後は、浜見平地区まちづくり計画及び浜見平地区まちづくり整備実施計画に基づき、URによる浜見平団建替事業のスケジュールを勘案しつつ、松尾川雨水幹線の緑道化、電線類地中化及び道路整備を適宜実施していく。

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

・浜見平地区の周辺は災害時のクラスター地域となっており、緑道化工事の施工が完了した箇所においては、有事の際に周辺から浜見平地区内への避難も可能となった。
・ハマミーナに隣接する松尾川雨水幹線は、地元要望によるせせらぎの整備を行い、子供からお年寄りまで幅広い世代の憩いの場となっている。
・左富士通りの電線類地中化によって、通りの景観の向上が図られ、また通りにおける防災性・安全性の向上が図られた。

左富士通りの電線類地中化工事は完了したが、道路整備工事が未実施であり、左富士通り全体の整備が完了してい
ないため。



（参考様式３）　（参考図面）地域住宅支援

計画の名称 浜見平地区における生活防災拠点としての利便性・安全性の向上

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 茅ヶ崎市交付対象

凡例
基幹事業

団地建替範囲

【浜見平地区】

茅ヶ崎

浜見平団地

茅ヶ崎市役

第１期先

第１期後

第４期

第２期

第２期

第３期

第２期
１-A-１
浜見平地区住宅市街地総合整備事業

（電線地下埋設事業）

H22～H24

第３期

1-A-１
浜見平地区住宅市街地総合整備事業

（緑道化事業）

H22～H26


